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３．都市公園特定事業 
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３．都市公園特定事業 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１）都市公園

事業主体

短期 中期 長期 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

1 出入口

敷地境界は通行の支障となる段
差や勾配を設けないようにし、車
椅子使用者等が通るのに十分な
出入口幅を確保。(接道部L型側
溝の切り下げ、車止めの間隔を90
㎝以上確保、出入口部を舗装)

■ 特定事業のとおり

2 園路

主要な園路は、車椅子使用者等
が通るのに十分な通路幅を確保
し、滑りにくい路面(コンク
リート舗装又はアスファルト舗
装)にて整備。

■ 特定事業のとおり

3 トイレ
共通の配慮事項を考慮したトイレ
のバリアフリー化を実施。（既存和
式トイレを洋式に更新など）

■ 特定事業のとおり

4 休憩施設
車椅子使用者等が利用しやすい
構造の水飲み場を設置。（バリア
フリー対応製品への更新）

■ 特定事業のとおり

5
心の

バリアフリー

公園利用時のマナーに関する看
板を設置する等、公園利用者への
啓発。

継続

特定事業のとおり

予定実施期間

継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

実施時期未定（期間全体を塗りつぶす）

基本構想
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対象施設 稲毛公園 千葉市

R4地区別基本構想（JR/京成稲毛地区）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

④特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法 ハード事業の実施については、事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

稲毛公園は面積約3.3haの風致公園※で、園内の大半が防風保安林に指定されたクロマツ林として保全されている。マツ林部分は起伏があるものの、
クロマツを保全する必要があることから、園路勾配等の移動等円滑化を目的とした造成が困難である。このため、遊具や水飲み、トイレ等の整備された
平地部分の移動等円滑化を図る。

※風致公園：主として風致（自然的な要素に富んだ土地における良好な自然的景観）の享受の用に供することを目的とする都市公園

③特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況等）番号 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 ①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施期間


